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各      位 
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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 25年 9月 27日に公表いたしました平成 26年 3月期業績予想を下記のとおり修

正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

１．業績予想の修正及び理由 

従来の売上構成と比較し原価比率の高い製品の売上が増加したことにより営業損失が増大しました。加えて減損損失

及び構造改革の更なる推進に伴なう特別損失の計上等を加味し業績修正をいたします。 

 
（1）平成 26年 3月期 通期 連結業績予想数値の修正（平成 25年 4月 1日～平成 26年 3月 31日）  

     （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり  
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 12,500 △50 80 1,200 42 円 70 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 12,109 △257 △66 853 30 円 35 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △391 △207 △146 △347  

増 減 率            （％） △3.1 － - △28.9  

（ご参考）前期通期実績 
（平成 25年 3月期） 10,557 53 242 △180 △6円 43銭 

 

（2）平成 26年 3月期 通期 個別業績予想数値の修正（平成 25年 4月 1日～平成 26年 3月 31日）  

 （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり  
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 9,500 △70 50 1,080 38 円 43 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 9,508 △211 12 819 29 円 14 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 8 △141 △38 △261  

増 減 率            （％） 0.0 － △76.0 △24.2  

（ご参考）前期通期実績 
（平成 25年 3月期） 8,883 △66 127 △72 △2円 58銭 

 

２．減損損失等の計上 

当社グループは「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき下記の減損損失を計上する予定であり、上記の業績修

正に減損額を含めて算定しております。 

（単位：百万円） 

用 途 種 類 減損額 場 所 

黒田精工 富津工場処分予定資産 建物、建物附属 11 千葉県富津市 

黒田精工 旭工場売却予定資産 土地 75 千葉県旭市 

黒田精工 長野工場遊休設備 機械装置他 2 長野県県北安曇郡池田町 

平湖黒田精工 生産設備等 機械装置他 84 中国浙江省平湖市 

計  173  

 
 
 



３．特別損益の内訳 

本業績修正に含めた特別損益（損失△）の計上予定額は下記のとおりです。 

（単位：百万円） 

連結 個別 

 
前回発表時 

(平成 25年 9月 27日) 
今回修正時 

前回発表時 

(平成 25年 9月 27日) 
今回修正時 

特別利益 
   

 
  

固定資産売却益 ※1 1,284 1,284 1,284 1,283 

特別損失      

事業譲渡損 ※2 △93 △98 △93 △98 

事業構造改革費用 ※3 △43 △107 △43 △107 

クレーム対策関連費用 ※4 △67 △94 △11 △28 

関係会社株式評価損 ※5 － － △196 △293 

減損損失 ※6 － △173 － △88 

固定資産処分損 ※7 － △43 － △43 

本社移転費用 ※8 △20 △18 △19 △17 

固定資産除却損等  － △7 － △1 

特別損失計  △223 △541 △362 △678 

特別損益合計  1,061 742 922 604 

※1本社の土地売却によるものです。 

※2ツーリングの事業譲渡によるものです。 

※3 ハイドロリックツールの統合生産等のための移管費用と金型のサポート契約変更等に関わる費用を合わせて構造改革費用に

計上いたします。 

※4国内及び中国子会社の金型関連クレーム対策費用です。 

※5中国子会社の平湖黒田精工有限公司の固定資産減損損失計上等を主因として関係会社株式評価損を追加計上するものです。 

※6減損損失の内容に関しては、上記「2.減損損失等の計上」を参照願います。 

※7ツーリング事業の譲渡等に伴ない処分予定の富津工場資産の撤去費用を固定資産処分損として未払金に計上しております。 

※8本社売却に伴なう移転関連費用です。 

 
 

（注）上記の予想は、当社が現時点で入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

 以上 


